
埼玉県立大学 地域包括ケア推進セミナー

第1回 地域の社会資源を知ろう①

県内生協の概要と取り組みについて

埼玉県生協連 組織担当 清水 桂（かつら）

報告2



生活協同組合とは？①

【定義】

協同組合は、共同で所有し民主的に管理する事業体
を通じ、共通の経済的・社会的・文化的ニーズと願い
を満たすために自発的に手を結んだ人々の自治的な
組織である。

協同組合の定義・価値・原則
「協同組合のアイデンティティに関するICA声明」

※生協は、組合員の利用が原則。医療事業・福祉事業においては員外利用が可能。



生活協同組合とは？②

【価値】

協同組合は、自助、自己責任、民主主義、平等、公正、そし
て連帯の価値を基礎とする。それぞれの創設者の伝統を受
け継ぎ、協同組合の組合員は、正直、公開、社会的責任、そ
して他人への配慮という倫理的価値を信条とする。

【第7原則コミュニティへの関与】

協同組合は、組合員によって承認された政策を通じてコミュ
ニティの持続可能な発展のために活動する。

※公開は「openness」、他人への配慮は「caring for others」の訳



全国の生協のビジョン

2020年ビジョン

私たちは、人と人とがつ
ながり、笑顔があふれ、
信頼が広がる新しい社会
の実現をめざします

アクションプラン2
「地域社会づくりへの参加」

地域のネットワークを広げな
がら、地域社会づくりに参加
します。

2.安心してくらし続けられる地域社会

私たちは、生活インフラのひとつ
として、地域になくてはならない
存在となり、地域のネットワーク
の一翼を担います。



埼玉県生協連について
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県内に本部のある１５の会員生協
（合計の事業高1,794億円・組合員数のべ224万人）

生活協同組合コープみらい（宅配・店舗・福祉事業）

生活協同組合パルシステム埼玉（宅配事業）

生活クラブ生活協同組合・埼玉（宅配事業）

医療生協さいたま生活協同組合（医療・福祉事業）

11の住宅・共済・福祉・保育・大学生協、事業連合など



埼玉県生協連の取り組み

第1回組合員学習会「プラスチック問題」

埼玉県との定期協議

役職員研修会「消費者志向経営」

第1回組合員活動委員会での医療生協さいたまへの支援
物資・メッセージ贈呈」



埼玉県生協連の取り組み

第35回埼玉県原爆死没者慰霊式

ヒバクシャ国際署名の呼びかけ

体験稲刈り＆田んぼの生きもの
調査

JA埼玉県女性組織協議会との早春交流会



数字で見る県内生協の事業と活動

事業所数…143ヵ所（宅配センター35 店舗45 介護・福祉事業所31 病院・診療所14

老人保健施設2 有料老人ホーム1） ※組合員施設が大小56ヵ所

宅配車両1日平均1,400台稼働 毎週、約45万世帯にお届け

助け合いの活動（有償ボランティアによる生活支援活動）
2019年度は年間で32,285時間の活動実施（高齢者2万時間、子育
て支援7,500時間）

防災協定37自治体、見守り協定のべ180自治体

自治体連携（高齢者サロン・認知症カフェ・子育て支援拠点事業・総
合事業など）17件、地域包括支援センター３ヵ所



助成金制度による支援

●４つの生協が独自に制度を持っている。2019年度は全体
で34団体に612万円。対象はNPOや市民活動団体など。

●テーマは幅広い分野。地域でのつながりづくり。
●2020年度の取り組み



フードバンクへの食料品の提供①

●「フードバンク埼玉」に生協ごとに加入

●常設のフードドライブ拠点３１ヵ所（店舗や組合員施設）

●イベントなどでのフードドライブ２３ヵ所（2019年度）

●2019年度のフードドライブ総重量 ３，３０６㎏

●食品ロス削減の視点で、使わない家庭内在庫を持ち寄る

●組合員からの持ち寄りのほかに、災害備蓄品の切り替え時

など業務からの拠出（災害時にペットボトル水の拠出）

●地域フードバンク団体や子ども食堂・パントリーにも提供

“もったいないから、ありがとうへ”



フードバンクへの食料品の提供②
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コープみらいの組合員施設の
常設フードドライブ

コープみらいの店舗の
常設フードドライブ



子ども食堂やフードパントリーとの関わり①

●2019年度は県内の33ヵ所の子ども食堂・多世代型食堂・
フードパントリーに食料品を提供

●医療生協さいたまは“直営”の食堂を開設
●コロナ禍で中止となったイベント用の食料品や、配達でき
なかった食料品・日用品を提供

パルシステム埼玉の事例
物流過程でやむを得ず発生する
青果を毎週月曜日に「一般社団
法人彩の国子ども・若者支援
ネットワーク」と「埼玉県子ど
も食堂ネットワーク」に寄贈

コープみらいの事例
さいたま市のウォーキングイベントが中
止となり、予定していた協賛品（コープ
商品）を埼玉県を通じて、「子ども食堂
ネットワーク」と「埼玉フードパント
リーネットワーク」に寄贈



（県生協連の広報誌より）



子ども食堂やフードパントリーとの関わり②



2019年生協連学習会

生協だけでなく、NPOや
地域団体、県少子政策課
職員にもご参加いただき、
活動報告を受けて交流

生協が持っている資源①

①人と組織

子ども未来アクションに
参加し、貧困・格差問題を
学習

活動を継続するためには、
知ること・学ぶことから

2017年生協連学習会

NPO法人さいたまユースサポート
ネットの青砥さんを講師に招いて、
地域の実状を学ぶ



生協が持っている資源②

②媒体等による発信



生協が持っている資源③

コープみらい
‘コーププラザ’

パルシステム埼玉
‘ぱるてらす’

生活クラブ
‘くらぶメゾン’



今後について（課題と思われること）

この間の変化

●地域における拠点の増加（子ども食堂・フードパントリー）

●コロナ禍の影響による困窮者の増加⇒食料が不足

●県内ネットワーク組織の存在

今後について

●地域内（市町村）拠点の見える化・地域内マッチング

●双方向のコミュニケーション（おたがいさまのつながり）

●一斉キャンペーンの実施など（広報・認知）

●県内ネットワーク組織の共有や検討の場



事務局を担っている団体

•埼玉県消費者団体連絡会

県内消費者団体全体研修会 第56回埼玉県消費者大会

関東農政局と消費者団体の意見交換会
埼玉県エコ農業推進戦略についてのヒアリング



事務局を担っている団体

•NPO法人埼玉消費者被害をなくす会

消費者力アップ学習会「高齢者施設の選び方」

消費者被害防止サポーター養成講座

県立蓮田松韻高校でのマルチ商法・不当表示
広告についての啓発講座

被害回復訴訟提起記者会見


